
 

 

介護保険料の改定について 

 

１ 介護保険料算定の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 介護保険給付費等の見込み 

（１）被保険者数及び要介護認定者数の見込み             （単位：人） 

    

（２）保険給付費及び地域支援事業費の見込み 

平成３０年度から平成３２年度にかかる保険給付費等の総計は、約２，０７９億円 

（単位：百万円） 

  

第６期

平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

39,608 41,539 43,335 45,167

（注）１　平成２９年度は、２９年９月末時点での実績値

　　　２　平成３０年度以降は推計値

　　　３　認定者数は、第１号被保険者のみ

第１号被保険者数
　（６５歳以上）

要支援・要介護認定者数

　　　　　　　　期・年度

　　項目

第７期計画期間

244,189 258,746 262,980 267,325

第６期

平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

59,848 63,040 66,094 68,974

41,451 43,577 45,915 48,177

38,963 42,171 44,456 46,665

2,488 1,406 1,459 1,512

15,121 16,046 16,554 17,055

3,276 3,417 3,625 3,742

2,530 3,113 3,308 3,370

62,378 66,153 69,402 72,344

地域支援事業費

合　　計

※平成２９年度は、平成２９年度１０月末決算見込み額
※平成３０年度以降は推計値
※「その他」は特定入所者介護サービス等費、高額介護サービス等費、高額医療合算
介護サービス費、及び審査支払手数料の合算
※「地域支援事業費」は介護予防事業、あんしんケアセンター運営費、介護給付適正
化事業などの合算

約２，０７９億円

第７期計画期間

保険給付費

居宅サービス

介護サービス

介護予防サービス

施設サービス

その他

期・年度

項 目

①高齢者人口（第１号被保険者数）の推計 

②要支援・要介護認定者数の推計 

③各サービスの保険給付費等の見込みの推計 

 

④１人あたり保険料額の算定（基準額） 



 

 

３ 第７期介護保険料について 
 

基準月額 ５，３００円（前期比＋１５０円 改定率２．９％） 

 

【改定のポイント】 

① 保険料段階（１３段階）及び保険料率は、第６期と同様とする。 

② 公費投入による低所得者における負担軽減については、第６期と同様に第１段階の

保険料を軽減する。 

    第１段階   ０．５ → ０．４５（基準額に対する割合） 

    （月額 ２，６５０円 → ２，３８５円  △２６５円の軽減） 

③ 千葉市介護給付準備基金の活用 

千葉市介護給付準備基金の残高が約４３億円あり、そのうち約１３億円を取り崩して

介護保険料の軽減に充てる（国から交付される調整交付金の見直し等による第８期の介

護保険料の急激な上昇を防ぐため、一定額を確保しておく）。 

 

資料３－３ 


